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1.  那 賀 川 の総 合 土 砂 管 理 に向 けた取 り組 み経 緯  

  那賀川
な か が わ

上流域の山地では、大規模崩壊や土石流などによる土砂災害が度々発生しています。ま

た、山地から流出する多量の土砂がダム貯水地に堆積して貯水容量の減少が進んでいます。一方

で、ダム下流の河川では、土砂の供給が不足することにより河川環境に変化がみられ、那賀川の河

口の左岸側（北側）の海岸では、海岸が侵食して砂浜が減少した状態となっています。 

  このように、那賀川では様々な土砂に関わる課題があり、砂防
さ ぼ う

堰堤
えんてい

や治山
ち さ ん

施設の整備、地すべり

対策、ダム下流の河川に土砂を流す土砂還元、堤防整備や河道掘削などの治水対策、海岸侵食

対策などが進められてきました。 

  土砂に関わる問題は全国的な課題となっており、平成１０年７月に、河川審議会・総合土砂管理

小委員会が「流砂系の総合的な土砂管理に向けて」として報告書をとりまとめ、流域の源頭部から海

岸までを一貫した「流砂系
り ゅ う さ け い

」として総合的に土砂管理を考えることや、具体的な施策の方向性などを

示しました。 

  那賀川でも、平成１８年４月に策定された「那賀川水系河川整備基本方針」において、洪水や土

砂崩壊等による被害の総合的な軽減対策、土砂流出抑制等の濁水対策、既設ダムの堆砂対策など

の必要性が示され、平成１９年６月に策定された「那賀川水系河川整備計画」では、基本理念に「砂

レキが復活し、清流が流れる川づくり」を掲げ、ダムの長期的な堆砂対策について流域全体の課題

を視野に入れた対策の検討を行うことが示されるなど、総合的な土砂管理の取り組みの必要性が認

識されてきました。 

  さらに、戦後最大となる平成２６年台風１１号出水、戦後第３位となる平成２７年台風１１号出水によ

り流域で大規模な浸水被害が生じたことが契機の一つとなり、那賀川総合土砂管理計画の策定と総

合土砂管理の実現等を目的として、平成２８年２月に「那賀川総合土砂管理検討協議会」を設置す

るとともに、「那賀川流砂系における総合的な土砂管理の取組  連携方針」について合意し、流域

全体における土砂の流れの改善に向けて関係機関が協働体制の強化を進めてきました。 

  平成３０年３月には、那賀川総合土砂管理計画の策定に向けて、「連携方針」に基づき、那賀川に

おける土砂に関わる課題の把握と共有を目的として「現状と課題」をとりまとめるとともに、総合的な土

砂管理を進めていくために必要な「モニタリング実施内容」をとりまとめて、「那賀川の総合土砂管理

に向けた取り組み 中間とりまとめ（以下、「中間とりまとめ」）」として報告しました。 

  「中間とりまとめ」に基づき、令和４年度までの５年程度の期間のモニタリングを実施して基礎的な

データを収集してきましたが、令和４年度までに規模の大きい出水が少なかったことにより出水に伴

う土砂の移動などのデータが十分に得られなかったことを踏まえて、令和６年度～令和１０年度のモ

ニタリング計画の内容を更新し、不足するデータの収集を行うこととしました。 

  また、令和４年度までに総合土砂管理計画立案に向けて検討を進めてきましたが、活発な土砂生

産・流出によりダムや河道における土砂の堆積の規模が大きく、流域全体の対策の負担が大きいこ

とが考えられるため、「現状と課題」について令和４年度までのモニタリング結果を踏まえて更新する

とともに、土砂生産域における土砂生産・流出量削減に向けた取り組みの目指すべき姿を示すことと

しました。 

  「那賀川の総合土砂管理に向けた取り組み 中間とりまとめ【第２版】」は、「現状と課題」および

「モニタリング実施内容」を更新して報告するものであり、今後、この内容に基づく調査・検討をさらに

進め、総合土砂管理計画を策定するとともに、那賀川の土砂に関わる課題の解決や環境等の改善

に向けて取り組むこととしています。 
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2.  那 賀 川 総 合 土 砂 管 理 検 討 協 議 会 と那 賀 川 総 合 土 砂 管 理 技 術 検 討 会 の概 要  

  那賀川総合土砂管理検討協議会（以下「協議会」という。）は、那賀川水系および今津坂野・

那賀川左岸海岸における土砂の流れの改善を目指した対策の実施主体が、那賀川総合土砂管理

計画を策定し総合土砂管理に係る対策およびモニタリングを協働して実施することを目的とし

て、平成２８年２月に設置された。 

  また、総合的な土砂管理を進めていく上では、土砂動態を把握・解明し、土砂動態の変化に

伴う治水面・防災面、利用面の課題や、環境面の変化が生じる過程について明らかにし、予測

していくなど、技術的な検討を行う必要がある。 

  このような技術的課題に対して、協議会会員だけでの対応には限界があることから、土砂生

産域から海岸域までの総合的な土砂管理のあり方について協議会に技術的見知からの助言を行

うことを目的として、那賀川総合土砂管理技術検討会（以下「技術検討会」という。）が平成

２８年１２月に設置され、これまでに計７回の技術検討会を行ってきた。 

  協議会では、関係機関の協働のもと、技術検討会の助言を受けつつ、那賀川総合土砂管理計

画策定に向けた検討を進めている。 

  協議会では、総合的な土砂管理に向けた検討の着手段階の取り組みとして、那賀川流砂系
りゅうさけい

・

漂砂系
ひょうさけい

における土砂に関わる課題の把握と共有を目的とした「現状と課題」のとりまとめを進

めたが、那賀川における土砂動態の把握と、土砂動態変化に伴う治水面・防災面、利用面の課

題や、環境の変化の把握が不十分であり、これらを把握するためのモニタリングを進める必要

があることが再認識された。このため、「現状と課題」および「モニタリング実施内容」をと

りまとめた「那賀川の総合土砂管理に向けた取り組み 中間とりまとめ（以下「中間とりまとめ」

という。）」についてとりまとめ、平成３０年３月９日に開催された第３回 那賀川総合土砂管

理検討協議会において協議し合意に至った。 

  「中間とりまとめ」に基づき、令和４年度までのモニタリングにより基礎的なデータの収集

を行うとともに、土砂動態の把握および将来予測、治水面・利用面への影響の予測、河川環境

の変化の分析を進めてきたが、平成３０年度～令和４年度の期間に規模の大きい出水が少なか

ったことにより、出水に伴う土砂の移動などのデータが十分に得られなかったことを踏まえて、

令和６年度～令和１０年度のモニタリング計画の内容を更新し、不足するデータの収集を行う

こととした。 

  また、総合土砂管理計画立案に向けて検討を進めていく中で、活発な土砂生産・流出により

ダム堆砂進行および河道域の河床上昇の規模が大きく、流域全体の対策の負担が大きいことが

考えられるため、「現状と課題」について令和４年度までのモニタリング結果を踏まえて更新

するとともに、土砂生産域における土砂生産・流出量削減に向けた取り組みの目指すべき姿を

示すこととした。 

  さらに、地球温暖化に伴う気候変動の影響により、出水の規模・頻度の変化、土砂供給量の

変化、平均海水面の上昇等、様々な事象の変化が想定されるため、気候変動を考慮した条件設

定を行った上で、総合土砂管理計画の検討を進めていくことが必要となっている。 

  「現状と課題」および「モニタリング実施内容」を更新した、「那賀川の総合土砂管理に向

けた取り組み 中間とりまとめ【第２版】（以下、「中間とりまとめ【第２版】」という。）」

については、令和６年２月に開催された第７回 那賀川総合土砂管理技術検討会における技術的

な面からの検討を経た上で、令和６年３月７日に開催された第４回 那賀川総合土砂管理検討協

議会において協議し合意に至った。 
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表－1  那賀川の総合土砂管理に向けた取り組みの経緯 

平成 10 年 7 月 河川審議会・総合土砂管理小委員会において「流砂系の総合的な土砂

管理に向けて」（報告）のとりまとめ 

平成 18 年 4 月 那賀川水系河川整備基本方針 策定 

  土砂管理に関わる課題と対策の必要性を示す 

平成 19 年 6 月 那賀川水系河川整備計画 策定 

  基本理念に「砂レキが復活し、清流が流れる川づくり」を掲げる 

平成 25 年 3 月 那賀川水系及び今津坂野・那賀川左岸海岸 総合的な土砂管理の取組 

連携方針を確認 

  流域全体における具体的な土砂管理計画の策定に向けて協働体制の強化を図る 

平成 26 年 8 月 

平成 27 年 7 月 

台風 11 号による戦後最大出水により浸水被害発生 

台風 11 号による戦後第３位出水により浸水被害発生 
 

  長安口
ながやすぐち

ダム貯水池機能の保全対策への必要性が再認識された 
 

平成 28 年 2 月 第１回 那賀川総合土砂管理検討協議会 

  「那賀川流砂系における総合的な土砂管理の取組 連携方針」について合意 

平成 28 年 8 月 第２回 那賀川総合土砂管理検討協議会 

  「技術検討会」の設置を決定 

平成 28 年 12 月 第１回 那賀川総合土砂管理技術検討会 

  那賀川総合土砂管理計画策定に向けた検討の進め方について技術的助言 

平成 30 年 1 月 第２回 那賀川総合土砂管理技術検討会 
 
  那賀川の総合土砂管理に向けた取り組みに係る「現状と課題」、「モニタリング実施

内容」と、今後の総合土砂管理の進め方について技術的助言 
 

平成 30 年 3 月 第３回 那賀川総合土砂管理検討協議会 
 
  「モニタリング実施内容」について関係機関が合意 
  「那賀川の総合土砂管理に向けた取り組み」について、中間とりまとめ 
 

平成 31 年 2 月 

令和 2年 2月 

令和 3年 3月 

令和 4年 3月 

第３回 那賀川総合土砂管理技術検討会 

第４回 那賀川総合土砂管理技術検討会 

第５回 那賀川総合土砂管理技術検討会 

第６回 那賀川総合土砂管理技術検討会 
  モニタリング結果の報告 

  総合土砂管理計画策定に向けた、長安口ダム下流における河道域・海岸域の管理

基準および河川環境改善方策の検討について技術的助言 
令和 6年 2月 第７回 那賀川総合土砂管理技術検討会 

  現状と課題の更新および土砂生産域に関する今後の目指すべき姿について技術

的助言 

  令和 6 年度～令和 10 年度のモニタリング計画の更新について技術的助言 

令和 6年 3月 第４回 那賀川総合土砂管理検討協議会 

  現状と課題の更新および土砂生産域に関する今後の目指すべき姿について関係機

関が合意 
  令和 6 年度～令和 10 年度のモニタリング計画について関係機関が合意 
  「那賀川の総合土砂管理に向けた取り組み」について、中間とりまとめを更新 
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3.  那 賀 川 の総 合 土 砂 管 理 に向 けた今 後 の検 討 の進 め方  

3.1  那賀川の総合土砂管理の段階的な進め方の概念 

  那賀川流砂系
りゅうさけい

・漂砂系
ひょうさけい

の土砂動態は、今後、長期的に変化していくことが想定されるが、土砂

動態に影響する要因は多数あり、出水発生や自然の変化等の不確実性もある。また、実際の土砂

動態を量・粒径の観点から定量的に把握することにおいても、現状では技術的な課題が多くある。

さらに、土砂動態の変化による土砂の移動や堆積・侵食、河床材料の粒径や瀬・淵分布などの河

川形態の変化、各領域の土砂の存在状況の変化が、治水面・防災面、利用面への影響や、環境面

の変化として、どのように現れるかを推定することも容易ではなく、特に、河道域における物理

環境の変化が生物生息環境に及ぼす影響については、現状では多くの不明点がある。 

  このような不明点を解明しつつ総合的な土砂管理を進めていく上では、流域全体を一貫した

視点から土砂動態や土砂動態変化による影響に関わるデータの取得を進めていくため、関係機

関が協働して統一した考え方のもとでモニタリングを行う必要がある。 

  さらに、土砂動態や土砂動態変化による影響の予測に技術的課題を有する中で、総合土砂管

理を進めて土砂動態の変化に適切に対応していくため、那賀川では以下に示すような「順応的

管理」と「戦略的管理」の概念を導入し、段階的に高度化を図りつつ土砂管理を進めていくも

のとしている。 
 

【参考】 順応的管理と戦略的管理の概念（案） 

  那賀川では以下に示すような「順応的管理」と「戦略的管理」の概念を導入し、段階的に

高度化を図りつつ土砂管理を進めていくものとしている。 
 

順応的管理：物理環境や動植物の生育生息環境の変化等を踏まえ、土砂移動による影響で起

こり得る現象を想定し、管理基準を定めてモニタリングにより確認しつつ、確

認された影響に対して問題解消のための対策を実施していく管理方法 

（環境面については定量的な管理基準を設けることが困難であるため、河道の状

態を確認しつつ河川環境改善方策を試行していく。） 
 

戦略的管理：順応的管理、土砂移動による影響の定量的な予測・想定に基づく、計画的な土

砂供給、土砂の排除、対策施設等の整備により、影響を未然に防ぐ管理方法 
 

  図－1 に示すように、今後モニタリングを進めていく中で、土砂管理上の課題と要因を把握

して情報・知見を蓄積していくことにより、土砂移動による影響で起こり得る現象を予測出来

るようにして、管理基準等の設定が可能となったものから順応的管理へと移行していくプロセ

スが必要であると考えている。 

  さらに、土砂移動による影響の定量的な予測が可能となり、対策の対象とする現象を想定し

て影響を未然に防ぐ計画を立てることができるようになったものから戦略的管理へと移行して

いくことにより土砂管理の高度化が図られると考えられる。ただし、戦略的管理に移行したも

のについても、管理基準等に基づくモニタリングを行い、モニタリングの結果を対策実施に反

映していく順応的管理のプロセスは、継続して行っていくことが必要になると考えられる。 

  図－1 に示すように、総合土砂管理に向けた検討に取り組む初期段階として、平成２９年度

に「現状と課題」および「モニタリング実施内容」をとりまとめ、令和４年度まで５年程度の

期間のモニタリングを実施してきた。また、モニタリングで得られたデータをもとに、今後の

土砂動態の変化が想定される長安口ダム下流の河道域および海岸域における治水面・防災面・
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利用面の管理基準および河川環境改善方策について検討を進めている段階である。 

  令和４年度までのモニタリング結果をもとに、総合土砂管理計画立案に向けて検討を進める

段階において、土砂生産域における活発な土砂生産・流出によりダム堆砂進行および河道域の

河床上昇の規模が大きく、流域全体の対策の負担が大きくなることが考えられたため、「中間

とりまとめ【第２版】」では、土砂生産・流出量削減に向けた取り組みの目指すべき姿を示し、

土砂生産・流出量を削減し流域全体の土砂管理対策の負担を軽減するための土砂生産域におけ

る土砂管理対策の実施に向けて検討を進めることとした。 

  また、令和４年度までのモニタリングにおいて不足する出水に伴う土砂の移動などのデータ

を得るため、令和６年度～令和１０年度のモニタリング計画の内容を更新するものとした。 

  今後、「中間とりまとめ【第２版】」に示した内容に基づいて土砂管理への取り組みを進め

るとともに、モニタリング調査および調査結果の分析を進めて蓄積した知見を活用し、流砂系・

漂砂系全体の総合土砂管理計画の立案を図っていくものとする。 
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3.2  モニタリングの位置付けと進め方 

  図－1 に示したように、那賀川における総合的な土砂管理を段階的に進めていく上では、土

砂動態の不明点を解明するとともに、土砂動態の変化により引き起こされる治水面・防災面、

利用面の課題や環境面の変化について解明していく必要があると考えられる。 

  このためには、土砂移動のメカニズムや土砂動態と治水面・利用面、環境面の課題の関係、

河川環境変化の要因等をモニタリングにより把握する必要がある。 

  治水面・利用面については、モニタリングにより得られた情報をもとに、土砂動態と治水面・

利用面の課題の関係を明らかにした上で、課題の発生状況を確認するための管理基準を設定す

るとともに対策方法を立案し、管理基準に基づいてモニタリングを実施しつつ確認された影響

に対して問題を解消するための対策を実施する順応的な土砂管理へと移行することを想定して

いる。 

  環境面については、モニタリングにより得られた情報をもとに、土砂動態と環境面の課題の

関係および河川環境変化の要因を明らかにした上で、目指すべき姿を設定するとともに河川環

境改善方策を立案し、モニタリングを実施しつつ河川環境改善方策を試行していく順応的な土

砂管理へと移行することを想定している。 

  さらに、土砂移動等に関する情報・知見が蓄積されて定量的な予測が可能となり、計画的な

対策方法が確立されたものから、土砂移動の予測・想定に基づく総合土砂管理計画を設定し戦

略的な土砂管理へと移行していくことを想定している。 

  令和４年度までに、モニタリングにより得られた基礎データをもとに、主に長安口ダム下流

における治水面・利用面の管理基準および河川環境改善方策について検討を進めてきたが、土

砂生産域における土砂生産・流出が活発であることから、長安口ダム上流のダム群における堆

砂除去等の対策規模が大きく、長安口ダム下流の河道域においても長期にわたり多量の土砂を

供給した場合には河床上昇が進行し、河道掘削等の対策規模が大きくなることが推定されてい

る。 

  土砂生産域における土砂生産・流出が下流の領域における治水面・利用面、環境面の課題に

影響しており、流域全体の土砂管理対策の負担軽減に向けて土砂生産域における土砂生産・流

出抑制を図ることが必要と考えられることから、本中間とりまとめ【第２版】では、図－2 に

土砂生産域における土砂管理の進め方を追記した。 

  土砂生産域では、モニタリングの継続により土砂動態に関する知見を蓄積しつつ、土砂生産・

流出量の予測方法の確立を進めるとともに、土砂生産・流出の抑制効果を向上するための対策

について、対象とする現象を設定した上で対策方法の検討を進め、対策効果を予測して目標を

設定した上で目標に基づき土砂生産・流出量を削減に向けた対策を推進していく方向性を目指

すことが考えられる。 

  モニタリングで得られた情報については、PDCA サイクルによって土砂管理手法の検討、土砂

管理計画の検討・立案、現状で実施されている土砂管理と関わりのある事業等に反映しつつ、

長期的に継続して実施していくことで、順応的管理、戦略的管理へと移行するために必要な情

報・知見を蓄積し、総合土砂管理計画の策定に向けた取り組みを進めていく。 

  なお、数十年に一度の大規模崩壊の発生による土砂動態変化に対しては、技術検討会の助言

を得て、大規模崩壊後の土砂動態把握や、土砂動態変化によって生じた課題への対応策を検討

し、モニタリング実施内容を見直すものとする。 
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課
題

の
関

係
の

把
握

(例
)
治
水
面

・
防
災
面
：

流
下

能
力

を
確

保
す

る
上

で
維

持
す

べ
き

河
床

高
等

利
用
面

：
取

水
施

設
等

の
機

能
を

確
保

す
る

上
で

維
持

す
べ

き
河

床
高

等
環
境
面

：
魚

類
の

生
息

環
境

に
必

要
な

粒
径

の
存

在
等

土
砂

生
産

域
に

お
け

る
対

策
の

目
標

設
定

土 砂 生 産 ・ 流 出 量 の 予 測 方 法 の 確 立

土
砂

管
理

対
策

に
よ

る
効

果
の

予
測

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

土
砂

生
産

・
流

出
抑

制
効

果
を

向
上

す
る

た
め

の
対

策
方

法
の

検
討

•対
策

手
法

の
選

定
•対

策
実

施
箇

所
お

よ
び

対
策

施
設

規
模 •対

策
実

施
に

係
る

役
割

分
担

お
よ

び
関

係
機

関
と

の
協

働
体

制

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
継

続
•土

砂
移

動
に

よ
る

問
題

発
生

の
有

無
の

確
認

•土
砂

管
理

対
策

に
よ

る
効

果
の

確
認

•土
砂

動
態

把
握

の
精

度
向

上

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

土
砂
移
動
に

よ
る
影
響
で

発
生
し
得
る

現
象
の
想
定

土
砂

生
産

域
に

お
け

る
土

砂
管

理
対

策
の

対
象

と
す

る
現

象
の

想
定

土 砂 生 産 域 に お け る 土 砂 動 態 の 把 握

現 行 の 土 砂 管 理 対 策 の 推 進 、 対 策 方 法 の 向 上

目
標

に
基

づ
き

土
砂

生
産

・
流

出
量

削
減

に
向

け
た

対
策

を
推

進
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4.  那 賀 川 総 合 土 砂 管 理 計 画 の構 成 案  

  今後、以下に示すような那賀川総合土砂管理計画の策定に向けて取り組みを進めていく。 

  本中間とりまとめは、平成３０年３月時点にとりまとめた「第１編  現状と課題」と「第２編  モ

ニタリング実施内容」について、令和６年３月に更新したものである。 

 

 

 

 

那賀川総合土砂管理計画の構成案 

 

第１編  現状と課題 

平成 30 年 3 月 9 日  第３回 那賀川総合土砂管理検討協議会においてとりまとめ 

令和 6年 3月 7日  第４回 那賀川総合土砂管理検討協議会において更新 

 

第２編  モニタリング実施内容 

平成 30 年 3 月 9 日  第３回 那賀川総合土砂管理検討協議会においてとりまとめ 

令和 6年 3月 7日  第４回 那賀川総合土砂管理検討協議会において更新 

 

（第３編  那賀川総合土砂管理計画（戦略的管理を含む）今後作成予定） 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

巻  末  資  料 

 

 

那賀川流砂系における総合的な土砂管理の取組  連携方針 

 



               

       



                                 
                                  
         

          



                                     
           

                                          
                                        
                                      
     
                                     

                                         
                                     
                                      
           
                                     

                         



                                    
                                     
      
                                      

                                      
                                      
     
                                         

                                         
                                         
                                      
                                       
              
                                    

                                       
                                     
         
                                    

                                      
                                      
                                     

                                    
                                     
         
                                    

                                      
                            
                                    

                                     
                     
                                 



                                     
       

                                
      

          
                             

    
                           
                 

    
                          

    
            

               

                                      
                                       
                                      
                                      
                      




